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鹿島のあゆみ

価値創造の源泉

ビジネスモデル

価値創造プロセス

産業・経済・暮らしの豊かさの
持続性と発展性を見据えて
責任ある価値創造に挑戦し続けています。
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▶P.41
2022年度 主要プロジェクト・技術
01：秋田港・能代港洋上風力発電所（秋田県）　　　 ／02：浦宿第二雨水ポンプ場（宮城県）
／03：UPS Middletown（米国）／04：Epworth Eastern Hospital（オーストラリア）／05：
ヒルトン沖縄宮古島リゾート（沖縄県）／06：トンネル現場を巡回する四足歩行型ロボット
「Spot（スポット）」／07：横浜コネクトスクエア（神奈川県）／08：長周期地震動対策技術
「D³SKY®-L」を設置した恵比寿ガーデンプレイスタワー（東京都）　　　　／09：世界貿易
センタービルディング 南館（左）と世界貿易センタービルディング 既存本館・別館解体工事
（右）（東京都）／10：ハロウインターナショナルスクール安比ジャパン（岩手県）／11：九段会
館テラス（東京都）／12：徳島南部自動車道 吉野川サンライズ大橋（徳島県）
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1977 1985 1995 2005 2015 2020（年度）1980 1990 2000 2010

連結当期純利益の推移
（親会社株主に帰属する当期純利益）

文明開化を迎えて

鉄道・ダムの鹿島

近代の社会基盤整備が求められるなか

洋館の鹿島 超高層の鹿島

高度経済成長期において

海外事業の推進

グローバル化の加速

開発事業の雄飛

都市再生による豊かさの追求

2030年にありたい姿
へ向けて

VUCAの時代を迎えて
1840～ 1880～ 1960～ 2000～1980～ 2020～

鹿島のあゆみ

時代の要請に応え続けてきた歴史
――「進取の精神」

鹿島の歴史は、1840年、創業者・鹿島
岩吉が大工として江戸中橋正木町（現
東京都中央区京橋）に店を構えたこと
に始まります。大名屋敷の御出入り大
工となるまでに成功した岩吉は、日米
修好通商条約により開港場として建設
ラッシュに沸く横浜に進出。横浜初の
外国商館・英一番館の建設以降、洋風
建築に先鞭をつけ、「洋館の鹿島」とし
て知れわたっていきました。

1968年に日本初の超高層ビル・霞が関
ビルディングを完成させて以降、日本各
地に超高層ビルを建設し「超高層の鹿
島」としての信頼を築きました。これら
の建設技術の開発は、1949年に業界と
して初めて設立した技術研究所を核に
行われました。1980年代には世界に先
駆けて制震装置を開発するなど、超高
層ビルの安全性を求める声に応えてい
ます。

二代目・鹿島岩蔵は1880年に鹿島組
を創立し、敦賀線の工事を機に鉄道請
負業に進出します。その後も精力的に
工事を請け負い、「鉄道の鹿島」の名声
を高めました。一方、急増する電力需要
に対し、日本初のコンクリート高堰堤ダ
ム・大峯ダムを建設するなど施工実績
を重ね、「ダムの鹿島」として日本の国
土開発に貢献しました。

鹿島の海外事業は1960年代、米国・リ
トルトーキョーの再開発を契機に躍進
します。1980年代には米国にカジマ・
ユー・エス・エー、英国にカジマ・ヨー
ロッパ、シンガポールにカジマ・オー
バーシーズ・アジア※を設立。現在は、鹿
島建設（中国）、中鹿營造、カジマ・オー
ストラリアも含めた世界６拠点で、地域
に根ざした事業を展開しています。
※ 現カジマ・アジア・パシフィック・ホールディングス

1971年にスタートした大規模住宅団
地・志木ニュータウンの開発を機に、鹿
島は大規模複合開発に本格参入しまし
た。2000年代には、秋葉原クロスフィー
ルドや虎ノ門タワーズなど、都市再生プ
ロジェクトに参入。その後も設計施工力
を併せ持つゼネコンデベロッパーとし
て、「技術力」と「総合力」を活かした“魅
力あるまちづくり”を手がけています。

不確実性の増す経営環境において、鹿
島は「2030年にありたい姿」を定め、
「中核事業の一層の強化」「新たな価値
創出への挑戦」「成長・変革に向けた経
営基盤整備とESG推進」を柱とする
「鹿島グループ中期経営計画（2021～
2023）」を策定しました。この計画をも
とに当社グループの持続的成長と社会
課題解決に向けた取組みを進めてい
ます。

蓬莱社（1873年完成/東京都）

英一番館繁栄の様子が描かれた錦絵 大峯ダム（1924年完成/京都府） 霞が関ビルディング（1968年完成/東京都） リトルトーキョー
（2007年開発完了/米国・ロサンゼルス）

虎ノ門タワーズ（2006年完成/東京都）

秋田港・能代港洋上風力発電施設建設工事

丹那トンネル（1934年完成/静岡県） 新宿副都心超高層ビル群（1974年当時/東京都） スナヤン・スクエア
（2015年開発完了/インドネシア・ジャカルタ）

志木ニュータウン（1988年完成/埼玉県）

羽田イノベーションシティ
（2023年11月グランドオープン予定/東京都）

鹿島は、建設・開発の両事業を通じ、我が国の産業や経済の発展に貢献してきました。
創業から180年を越える歴史のなかで、常に時代のニーズを先見し、
先駆的取組みを継続した結果、「洋館の鹿島」「鉄道の鹿島」「ダムの鹿島」「超高層の鹿島」と称されてきました。
この「進取の精神」は今もなお受け継がれ、新たな挑戦につながっています。

2022年度

1,117億円

▶P.41
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提案力
・

顧客対応力 設計力

企業文化・風土

進取の精神

環境

安全衛生 品質

人材 技術価値創造の源泉

事業
マネジメント力 施工力

事業創造力

信頼の土台となる

基本方針

Since
1840

180余年の歴史のなかで蓄積してきた
経営資本

価値創造の源泉

鹿島は、創業以来培ってきた「進取の精神」と「安全衛生」「環境」「品質」を基軸とした企業活動を通じて
価値創造の源泉となる「人材」と「技術」を育み、
新たな価値を創造することにより、社会・顧客からの信頼に応えています。

「人材」と「技術」を源泉として
新たな価値を創造

人的資本
信頼に応える多様な人材
建設バリューチェーンの各フェーズにおいて、高度な専
門性を有する多様な人材が、顧客をはじめとするス
テークホルダーの信頼に応え、グローバルに活躍して
います。

技術士  　 855人
一級建築士 2,474人

一級土木施工管理技士 1,909人
一級建築施工管理技士 2,655人

主な資格者数
（単体）

P.73

19,396人連結従業員数

製造資本／社会関係資本
地域社会に根ざした事業推進体制
事業地域や事業領域の拡張に応じて、顧客や地域社
会、協力会社をはじめとする多くのステークホルダーと
の積極的なコミュニケーションを図り、良好な関係を
構築しています。

約940社
約4,500社

24の国と地域

協力会社とのパートナーシップ

鹿島事業協働組合

鹿栄会

主要な事業地域

P.89

財務資本
成長を支える強固な財務基盤
建設と開発を両輪とする事業運営がグループ経営の安
定化と健全な財務基盤をもたらし、両事業の生み出す
キャッシュ創出力が、中長期的な成長に向けた投資を
可能にしています。

8,000億円／3年投資総額
（中期経営計画）

A+ (R&I)発行体格付

2兆7,697億円総資産 P.111

知的資本
社会・顧客の課題を解決する技術
「技術立社」として、新たな技術や最良な施工方法を開
発・検証し、経験を積んだ多数の技術者が鹿島の技術
力を実際の現場において具現化しています。
また、自社のリソースのみに依存せず、社外の優れた技
術を取り入れるために、先端技術の探索やオープンイノ
ベーションによる協業、他社と連携した効率的な技術
開発を推進しています。

550億円／3年R＆D・デジタル投資額
（中期経営計画）

P.67

研究開発拠点

238件・208件登録・公開特許件数

技術研究所
The GEAR（シンガポール）

シリコンバレーオフィス（米国）

事業創造力 建設に係る技術力や不動産開発の知見、顧客・パートナーとのネットワークにより、事業を創り出す力

設計力 意匠、構造、設備などにおける高度な設計技術やエンジニアリング技術を提供する力

施工力 専門技術や先端技術を活用して、厳しい施工条件においても高品質な構造物をつくり上げる力

提案力・顧客対応力 顧客の真のニーズを理解し、社内外の技術・知見を有機的に結びつけ、最良のサービスを提案する力

事業マネジメント力 社会、顧客、協力会社など多数の関係者を理解・調整し、事業の実現に導く力

自然資本
地球環境と共存する事業活動
事業活動による環境負荷を定量的に把握したうえで、
CO２排出量削減に向けた取組みを推進するとともに、
自然環境への影響を低減する技術開発や生物多様性
の保全・創出・利用を促進しています。

P.82

CO2排出量削減目標

低炭素建材技術

2050年カーボンニュートラル

環境配慮型コンクリート

生物多様性回復技術 サンゴ・アマモの再生

カーボンクレジット創出 Jクレジット（社有林・
環境配慮型コンクリート）
ブルーカーボン（藻場再生）

（国内13,507人/海外5,889人）

P.32
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進取の精神

環境

安全衛生 品質

人材 技術価値創造の源泉
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マネジメント力 施工力

事業創造力

信頼の土台となる

基本方針

Since
1840

180余年の歴史のなかで蓄積してきた
経営資本

価値創造の源泉
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価値創造の源泉となる「人材」と「技術」を育み、
新たな価値を創造することにより、社会・顧客からの信頼に応えています。

「人材」と「技術」を源泉として
新たな価値を創造

人的資本
信頼に応える多様な人材
建設バリューチェーンの各フェーズにおいて、高度な専
門性を有する多様な人材が、顧客をはじめとするス
テークホルダーの信頼に応え、グローバルに活躍して
います。

技術士  　 855人
一級建築士 2,474人

一級土木施工管理技士 1,909人
一級建築施工管理技士 2,655人

主な資格者数
（単体）

P.73

19,396人連結従業員数

製造資本／社会関係資本
地域社会に根ざした事業推進体制
事業地域や事業領域の拡張に応じて、顧客や地域社
会、協力会社をはじめとする多くのステークホルダーと
の積極的なコミュニケーションを図り、良好な関係を
構築しています。

約940社
約4,500社

24の国と地域

協力会社とのパートナーシップ

鹿島事業協同組合

鹿栄会

主要な事業地域

P.89

財務資本
成長を支える強固な財務基盤
建設と開発を両輪とする事業運営がグループ経営の安
定化と健全な財務基盤をもたらし、両事業の生み出す
キャッシュ創出力が、中長期的な成長に向けた投資を
可能にしています。

8,000億円／3年投資総額
（中期経営計画）

A+ (R&I)発行体格付

2兆7,697億円総資産 P.111

知的資本
社会・顧客の課題を解決する技術
「技術立社」として、新たな技術や最良な施工方法を開
発・検証し、経験を積んだ多数の技術者が鹿島の技術
力を実際の現場において具現化しています。
また、自社のリソースのみに依存せず、社外の優れた技
術を取り入れるために、先端技術の探索やオープンイノ
ベーションによる協業、他社と連携した効率的な技術
開発を推進しています。

550億円／3年R＆D・デジタル投資額
（中期経営計画）

P.67

研究開発拠点

238件・208件登録・公開特許件数

技術研究所
The GEAR（シンガポール）

シリコンバレーオフィス（米国）

事業創造力 建設に係る技術力や不動産開発の知見、顧客・パートナーとのネットワークにより、事業を創り出す力

設計力 意匠、構造、設備などにおける高度な設計技術やエンジニアリング技術を提供する力

施工力 専門技術や先端技術を活用して、厳しい施工条件においても高品質な構造物をつくり上げる力

提案力・顧客対応力 顧客の真のニーズを理解し、社内外の技術・知見を有機的に結びつけ、最良のサービスを提案する力

事業マネジメント力 社会、顧客、協力会社など多数の関係者を理解・調整し、事業の実現に導く力

自然資本
地球環境と共存する事業活動
事業活動による環境負荷を定量的に把握したうえで、
CO２排出量削減に向けた取組みを推進するとともに、
自然環境への影響を低減する技術開発や生物多様性
の保全・創出・利用を促進しています。

P.82

CO2排出量削減目標

低炭素建材技術

2050年カーボンニュートラル

環境配慮型コンクリート

生物多様性回復技術 サンゴ・アマモの再生

カーボンクレジット創出 Jクレジット（社有林・
環境配慮型コンクリート）
ブルーカーボン（藻場再生）

（国内13,507人/海外5,889人）

P.32
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人的資本
信頼に応える多様な人材

知的資本
社会・顧客の課題を解決する技術

財務資本
成長を支える強固な財務基盤

製造資本／社会関係資本
地域社会に根ざした事業推進体制

自然資本
地球環境と共存する事業活動

INPUT（資本）

鹿島グループの強み

構造物のライフサイクルに
対応したサービス提供力

建設事業における
総合力

国内外における
不動産開発力

建設事業  受注生産型・労働集約型ビジネス

開発事業  資本集約型の投資ビジネス（短期回転型/長期保有型）

建設技術 施工力 ネットワーク 鹿島ブランド
（信用力）

●事業の早期化、高付加価値化
●ニーズに即した品質、環境技術の提供
●機能的なまちづくりの実現
●構造物のライフサイクル全体の最適化

●収益性、競争力の強化 
●事業機会の創出、増加 　
●人材の多様化、高度化
●新たな建設技術の実証、展開

社会・顧客への貢献

鹿島グループの
持続的な成長

事業特性やノウハウ、ネットワークの異なる2つの事業が協調することにより、事業シナ
ジーと財務シナジーを創出し、社会や顧客に提供する価値を高めるとともに鹿島グループ
の持続的な成長を実現しています。

建設事業と開発事業のシナジー効果を創出

鹿島グループの厚みのあるグローバルネットワークを活用することにより、顧客やパート
ナーからの要請に対して、国や地域を越えたサービスを提供し、更なる信頼関係の構築と
事業機会の拡張を実現しています。

グローバルネットワークを活用した事業展開

設計・
エンジニアリング 施工 維持・修繕

バリューチェーン

企画・開発

建設事業 開発事業

●調査
●マーケティング
●ファイナンス
●マスタープラン
●商品企画
●事業企画

●基本計画 
●基本設計
●実施設計

●調達
●施工計画
●施工管理
●工事監理

●メンテナンス
●リニューアル

●建物管理
●アセットマネジメント
●ファシリティマネジメント
●プロパティマネジメント
●流動化
●証券化
●エネルギーサービス

建設事業等※1 開発事業

当期純利益※2

730億円
当期純利益※3

387億円
連結売上高

2兆2,310億円
連結売上高

1,605億円

中国
鹿島建設（中国）有限公司

日本
鹿島建設株式会社

台湾
中鹿營造股份有限公司

北米
KAJIMA U.S.A. INC.

東南アジア
KAJIMA ASIA PACIFIC HOLDINGS PTE. LTD.

大洋州
KAJIMA AUSTRALIA PTY LTD

欧州
KAJIMA EUROPE LTD.

93％ 65％ 7％ 35％
開発ノウハウ 不動産情報 ネットワーク 主体的事業推進

※1 「建設事業」に「その他の事業」を加えた数値
※2 連結当期純利益から開発事業当期純利益を除いた数値

※3 内部取引等調整前の管理数値

「建設事業における総合力」
高度かつ専門技術を活用して顧客ニーズに応じた様々な課題を
解決し高品質の構造物を構築

「国内外における不動産開発力」 
建設技術と不動産開発ノウハウを掛け合わせて付加価値の高い
開発事業を創出

「構造物のライフサイクルに対応したサービス提供力」
建設バリューチェーンの一領域だけではなく、上流から下流まで
一貫した質の高いサービスを提供

運営・
管理

ビジネスモデル

「建設」「開発」事業を通じたバリューチェーンにより
付加価値の高いサービスをグローバルに提供
鹿島グループは、蓄積してきた資本を活用してグローバルな建設バリューチェーンを構築しています。
「建設事業」「開発事業」の推進により、多くのシナジー効果を創出し、
付加価値の高い多様なサービスを提供しています。
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人的資本
信頼に応える多様な人材

知的資本
社会・顧客の課題を解決する技術

財務資本
成長を支える強固な財務基盤

製造資本／社会関係資本
地域社会に根ざした事業推進体制

自然資本
地球環境と共存する事業活動

INPUT（資本）

鹿島グループの強み

構造物のライフサイクルに
対応したサービス提供力

建設事業における
総合力

国内外における
不動産開発力

建設事業  受注生産型・労働集約型ビジネス

開発事業  資本集約型の投資ビジネス（短期回転型/長期保有型）

建設技術 施工力 ネットワーク 鹿島ブランド
（信用力）

●事業の早期化、高付加価値化
●ニーズに即した品質、環境技術の提供
●機能的なまちづくりの実現
●構造物のライフサイクル全体の最適化

●収益性、競争力の強化 
●事業機会の創出、増加 　
●人材の多様化、高度化
●新たな建設技術の実証、展開

社会・顧客への貢献

鹿島グループの
持続的な成長

事業特性やノウハウ、ネットワークの異なる2つの事業が協調することにより、事業シナ
ジーと財務シナジーを創出し、社会や顧客に提供する価値を高めるとともに鹿島グループ
の持続的な成長を実現しています。

建設事業と開発事業のシナジー効果を創出

鹿島グループの厚みのあるグローバルネットワークを活用することにより、顧客やパート
ナーからの要請に対して、国や地域を越えたサービスを提供し、更なる信頼関係の構築と
事業機会の拡張を実現しています。

グローバルネットワークを活用した事業展開

設計・
エンジニアリング 施工 維持・修繕

バリューチェーン

企画・開発

建設事業 開発事業

●調査
●マーケティング
●ファイナンス
●マスタープラン
●商品企画
●事業企画

●基本計画 
●基本設計
●実施設計

●調達
●施工計画
●施工管理
●工事監理

●メンテナンス
●リニューアル

●建物管理
●アセットマネジメント
●ファシリティマネジメント
●プロパティマネジメント
●流動化
●証券化
●エネルギーサービス

建設事業等※1 開発事業

当期純利益※2

730億円
当期純利益※3

387億円
連結売上高

2兆2,310億円
連結売上高

1,605億円

中国
鹿島建設（中国）有限公司

日本
鹿島建設株式会社

台湾
中鹿營造股份有限公司

北米
KAJIMA U.S.A. INC.

東南アジア
KAJIMA ASIA PACIFIC HOLDINGS PTE. LTD.

大洋州
KAJIMA AUSTRALIA PTY LTD

欧州
KAJIMA EUROPE LTD.

93％ 65％ 7％ 35％
開発ノウハウ 不動産情報 ネットワーク 主体的事業推進

※1 「建設事業」に「その他の事業」を加えた数値
※2 連結当期純利益から開発事業当期純利益を除いた数値

※3 内部取引等調整前の管理数値

「建設事業における総合力」
高度かつ専門技術を活用して顧客ニーズに応じた様々な課題を
解決し高品質の構造物を構築

「国内外における不動産開発力」 
建設技術と不動産開発ノウハウを掛け合わせて付加価値の高い
開発事業を創出

「構造物のライフサイクルに対応したサービス提供力」
建設バリューチェーンの一領域だけではなく、上流から下流まで
一貫した質の高いサービスを提供

運営・
管理

ビジネスモデル

「建設」「開発」事業を通じたバリューチェーンにより
付加価値の高いサービスをグローバルに提供
鹿島グループは、蓄積してきた資本を活用してグローバルな建設バリューチェーンを構築しています。
「建設事業」「開発事業」の推進により、多くのシナジー効果を創出し、
付加価値の高い多様なサービスを提供しています。
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建設事業 開発事業人的資本

知的資本

財務資本

製造資本／社会関係資本

自然資本

鹿島グループの強み

建設事業に
おける
総合力

構造物の
ライフサイクルに
対応した

サービス提供力

国内外における
不動産開発力

社会課題解決のプロセスを通じて強みを強化

社会価値が生み出す付加価値を経営資本に還元

2030年に
ありたい姿

INPUT
（資本）

OUTCOME

OUTPUT

価値創造プロセス

「建設」「開発」を基軸とした事業展開を通じて
経済・社会・環境価値を創出

事業を通じて
自社と社会にとって
プラスとなるインパクトを創出

多様な人材を雇用・育成し、
活躍の場を提供

技能伝承や先端技術開発などで協力会社や
外部パートナーとの協力

安全でレジリエントな街づくり、社会インフラの提供

脱炭素社会への移行促進

土木事業

事業セグメント 参考データ

売上高 3,016億円
営業利益 293億円
売上総利益率 18.0％

売上高 1兆862億円
営業利益 466億円
売上総利益率 8.5％

売上高 449億円
営業利益 71億円
売上総利益率 23.5％

売上高 3,526億円
営業利益 174億円
売上総利益 403億円
当期純利益  162億円

売上高 7,392億円
営業利益 227億円
売上総利益 693億円
当期純利益 309億円

建築事業

開発事業等

国内関係会社

海外関係会社

道路
27.9%

鉄道
12.8%

治山・治水
11.4%

土地造成
3.5%

その他
41.3%

2022年度
売上高

3,016億円
上水道・
下水道
3.1%

工場・発電所
37.0%

事務所・
庁舎
28.3%教育・

研究・
文化施設
5.7%

2022年度
売上高

1兆862億円

倉庫・流通施設
5.7%

その他
23.3%

開発事業
62.5%

その他の事業
37.5%

2022年度
売上高

449億円

売上高
建設事業
57.7%

売上高
開発事業等
42.3%

売上総利益
建設事業
50.5%売上総利益

開発事業等
49.5%

2022年度
売上高

3,526億円

売上高
建設事業等

84.3%

売上高
開発事業
15.7%

当期純利益
建設事業等

6.4%

当期純利益
開発事業
93.6%

2022年度
地域別
売上高

国内
1兆6,514億円

北米
4,131億円

アジア
1,510億円

欧州
708億円

その他
17億円

大洋州
1,032億円

鹿島グループは、企業活動を通じて「経済価値」、社会・環境にプラスのインパクトをもたらす「社会価値」「環境価値」を
創出することを目指し、短期・中期・長期の観点から施策を策定、推進しています。

土木事業
23.8%

建築事業
37.8%

開発事業等
5.8%

国内
関係会社
14.1%

海外関係会社
18.5%

2022年度
営業利益

1,235億円

土木事業
12.6%

建築事業
44.9%

開発事業等
1.7%

国内
関係会社
9.9%

海外関係会社
30.9%

2022年度
売上高

2兆3,915億円

2022年度
売上高

7,392億円

連結従業員数

海外関係会社
従業員数

鹿島マイスター 人数

特許登録件数

インフラ更新関連工事売上高

再エネ関連工事売上高

2020年度 2022年度

2022年度

2023年3月末

2020 2022

103 115

（年度）

2020

2021

2021 2022（年度）

407人

238件

18,905人 19,396人

5,786人 5,889人

成長投資と還元のバランスを追求

1株当たり年間配当金

成長投資

2020年度 2022年度

2018～2020年度 2021～2023年度

54円 70円
配当性向　 28.0% 30.7%

5,180億円
（実績）

8,000億円
（計画）

155億円

314億円
254

344

▶P.55
▶P.79

▶P.57

▶P.59

▶P.61

▶P.63

13 KAJIMA Integrated Report 2023



建設事業 開発事業人的資本

知的資本

財務資本

製造資本／社会関係資本

自然資本

鹿島グループの強み

建設事業に
おける
総合力

構造物の
ライフサイクルに
対応した

サービス提供力

国内外における
不動産開発力

社会課題解決のプロセスを通じて強みを強化

社会価値が生み出す付加価値を経営資本に還元

2030年に
ありたい姿

INPUT
（資本）

OUTCOME

OUTPUT

価値創造プロセス

「建設」「開発」を基軸とした事業展開を通じて
経済・社会・環境価値を創出

事業を通じて
自社と社会にとって
プラスとなるインパクトを創出

多様な人材を雇用・育成し、
活躍の場を提供

技能伝承や先端技術開発などで協力会社や
外部パートナーとの協力

安全でレジリエントな街づくり、社会インフラの提供

脱炭素社会への移行促進

土木事業

事業セグメント 参考データ

売上高 3,016億円
営業利益 293億円
売上総利益率 18.0％

売上高 1兆862億円
営業利益 466億円
売上総利益率 8.5％

売上高 449億円
営業利益 71億円
売上総利益率 23.5％

売上高 3,526億円
営業利益 174億円
売上総利益 403億円
当期純利益  162億円

売上高 7,392億円
営業利益 227億円
売上総利益 693億円
当期純利益 309億円

建築事業

開発事業等

国内関係会社

海外関係会社

道路
27.9%

鉄道
12.8%

治山・治水
11.4%

土地造成
3.5%

その他
41.3%

2022年度
売上高

3,016億円
上水道・
下水道
3.1%

工場・発電所
37.0%

事務所・
庁舎
28.3%教育・

研究・
文化施設
5.7%

2022年度
売上高

1兆862億円

倉庫・流通施設
5.7%

その他
23.3%

開発事業
62.5%

その他の事業
37.5%

2022年度
売上高

449億円

売上高
建設事業
57.7%

売上高
開発事業等
42.3%

売上総利益
建設事業
50.5%売上総利益

開発事業等
49.5%

2022年度
売上高

3,526億円

売上高
建設事業等

84.3%

売上高
開発事業
15.7%

当期純利益
建設事業等

6.4%

当期純利益
開発事業
93.6%

2022年度
地域別
売上高

国内
1兆6,514億円

北米
4,131億円

アジア
1,510億円

欧州
708億円

その他
17億円

大洋州
1,032億円

鹿島グループは、企業活動を通じて「経済価値」、社会・環境にプラスのインパクトをもたらす「社会価値」「環境価値」を
創出することを目指し、短期・中期・長期の観点から施策を策定、推進しています。

土木事業
23.8%

建築事業
37.8%

開発事業等
5.8%

国内
関係会社
14.1%

海外関係会社
18.5%

2022年度
営業利益

1,235億円

土木事業
12.6%

建築事業
44.9%

開発事業等
1.7%

国内
関係会社
9.9%

海外関係会社
30.9%

2022年度
売上高

2兆3,915億円

2022年度
売上高

7,392億円

連結従業員数

海外関係会社
従業員数

鹿島マイスター 人数

特許登録件数

インフラ更新関連工事売上高

再エネ関連工事売上高

2020年度 2022年度

2022年度

2023年3月末

2020 2022

103 115

（年度）

2020

2021

2021 2022（年度）

407人

238件

18,905人 19,396人

5,786人 5,889人

成長投資と還元のバランスを追求

1株当たり年間配当金

成長投資

2020年度 2022年度

2018～2020年度 2021～2023年度

54円 70円
配当性向　 28.0% 30.7%

5,180億円
（実績）

8,000億円
（計画）

155億円

314億円
254

344

▶P.55
▶P.79

▶P.57

▶P.59

▶P.61

▶P.63
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